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本
書
刊
行
委
員
会
 
刊
行
委
員
長
 
関
 
英
昭
 

（
青
山
学
院
大
学
 
名
誉
教
授
）
 

 
 
資
本
主
義
を
め
ぐ
る
最
近
の
議
論
 

１
．
昨
年
（
２
０
１
５
年
）
、
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
ー
の
「

21世
紀
の

資
本
」
（
み
す
ず
書
房
）
が
日
本
で
も
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
の

本
は
、
「
ｒ

ｇ
」
の
不
等
式
を
も

っ
て
「
金
持
ち
が
ま
す
ま
す

富
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
実
証
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
他
、
経
済
学

の
分
野
で
も
、
こ
の
数
年
の
間
に
、
「
資
本
主
義
は
ど
こ
に
行
く
の

か
」
（

三
和

良
一

他
編

）
、
「

資
本

主
義

の
終

焉
」
（

水
野

和
夫

）
、

「
資

本
主

義
の

限
界

」
（

中
原

圭
介

）
、
「

さ
ら

ば
、

資
本

主
義

」

（
佐
伯
啓
思
）
等
々
た
く
さ
ん
の
著
書
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
本
主
義
の
「
限
界
」
・
「
終
焉
」
・
「
危
機
」
と
い
う
言
葉
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
資
本
主
義
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
、
あ

る
い
は
資
本
主
義
を
否
定
的
に
論
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

 ２
．
経
済
学
で
は
、
資
本
主
義
と
は
、
「
商
品
生
産
が
支
配
的
な
生
産

形
態
と
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
手
段
と
生
活
資
料
と
を
資

本
と
し
て
私
有
す
る
有
産
階
級
（
資
本
家
階
級
）
が
、
自
己
の
労

働
力
以
外
に
売
る
も
の
を
持
た
ぬ
無
産
階
級
（
労
働
者
階
級
）
か

ら
労
働
力
を
商
品
と
し
て
買
い
、
そ
れ
の
価
値
と
そ
れ
を
使
用
し

て
生
産
し
た
商
品
の
持
つ
価
値
と
の
差
額
（
剰
余
価
値
）
を
利
潤

と
し
て
手
に
入
れ
る
よ
う
な
経
済
組
織
」
（
広
辞
苑
）
で
あ
る
、
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
学
が
使
用
す
る
と
こ
ろ
の
「
私
有
す

る
資
本
」
と
、
「
労
働
力
を
商
品
と
し
て
買
う
」
と
い
う
部
分
を
、

法
律
学
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 ３
．
ド
イ
ツ
の
法
律
家
で
あ
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
は
、
「
私
所
有
権
は
、

そ
れ
が
単
に
物
に
対
す
る
支
配
力
ば
か
り
で
な
く
、
人
に
対
す
る

支
配
力
を
も
与
え
ら
れ
る
場
合
、
資
本
と
よ
ば
れ
る
。
契
約
の
自

由
と
私
所
有
権
が
結
び
つ
い
た
も
の
、
こ
れ
こ
そ
資
本
主
義
体
制

の
法
的
基
礎
で
あ
る
」
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。
（
「
法
学
入
門
」
「
第

３
章
 
私
法
」
、
東
大
出
版
会
 
１
９
６
１
年
）
。
 


 
テ
ン
ニ
ー
ス
の
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」

（
岩
波
文
庫
上
・
下
 
昭
和

38年
）
 

１
．
テ
ン
ニ
ー
ス
は
、
最
初
、
団
体
を
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ

ル
シ
ャ
フ
ト
の
２
つ
に
分
類
し
、
そ
の
重
要
概
念
を
一
覧
表
に
し

ま
し
た
（
岩
波
文
庫
の
上
巻
巻
末
）
。
そ
の
概
念
一
覧
表
を
次
頁
の

表
の
よ
う
に
簡
略
化
し
て
み
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
と
対
比
し
て
見

て
く
だ
さ
い
。
彼
は
、
そ
の

後
市
民
社
会
と
資
本
主
義
の
発
展
に

伴
い
、
両
方
の
性
質
を
持
っ
た
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
な
る
団
体

が
出
て
き
た
と
補
足
し
ま
す
。
こ
れ
が
協
同
組
合
で
す
。
ゲ
ゼ
ル

シ
ャ
フ
ト
の
代
表
は
株
式
会
社
で
す
。
こ
れ
は
各
人
の
「
選
択
意

志
」
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
そ
の
性
質
は
利
己
心
、
打

算
、
所
有
欲
、
貨
幣
欲
、
支
配
欲
、
貨
殖
欲
等
で
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
代
表
は
家
族
で
す
。
家
族
は
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
「
本
質
意
志
」
に
基
づ
い
た
集
団

＞
 

序
 

 
文
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で
、
そ
の
性
質
は
気
分
、
正
直
、
親
切
、
良
心
、
誠
実
等
で
す
。
 

 
 
実
は
、
近
代
市
民
社
会
で
は
、
こ
の
個
人
の
選
択
意
志
が
大
変

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。
（
法
律
的
に
は
、
こ
の
選
択
意
志

こ
そ
契
約
の
自
由
の
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）
 

 ２
．
な
ぜ
資
本
主
義
は
暴
走
す
る
の
か
、
そ
れ
を
テ
ン
ニ
ー
ス
の
「
概

念
一
覧
表
」
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
面
白
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
っ

て
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
代
表
で
あ
る
株
式
会
社
の
利
用
が
各
国

で
盛
ん
と
な
っ
て
き
ま
す
。
株
式
会
社
は
本
来
人
の
団
体
（
社
団
）

で
す
が
、
そ
れ
は
資
本
多
数
決
の
支
配
す
る
社
団
で
す
。
資
本
家

は
会
社
を
通
じ
て
労
働
力
を
買
い
、
商
品
を
生
産
し
て
剰
余
利
益

の
最
大
化
を
追
求
し
ま
す
。
利
益
を
よ
り
多
く
す
る
た
め
に
、
常

に
合
理
性
、
効
率
性
を
求
め
ま
す
。
こ
の
資
本
主
義
の
シ
ス
テ
ム

を
、
法
律
は
、
会
社
（
法
人
）
の
所
有
権
を
保
護
し
、
契
約
の
自

由
を
保
障
す
る
形
で
擁
護
し
ま
す
。
資
本
主
義
と
い
う
経
済
シ
ス

テ
ム
は
、
こ
の
株
式
会
社
と
い
う
法
律
形
態
と
一
体
と
な
っ
て
発

展
し
、
同
時
に
資
本
家
の
利
益
を
保
持
し
て
き
ま
し
た
。
 

 ３
．
と
こ
ろ
が
、
概
念
一
覧
表
で
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
性
質
を
よ
く

見
て
み
る
と
、
所
有
欲
や
支
配
欲
が
特
色
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
制
御
す
る
道
具
概
念
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は

せ
い
ぜ
い
「
契
約
」
、
「
理
説
」
、
「
学
問
」
で
す
。
「
契
約
」
や
「
理

念
」
は
制
御
装
置
た
り
え
る
で
し
ょ
う
か
。
否
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
私
的
所
有
権
と
契
約
自
由
の
原
則
が
保
障
さ
れ
て
い
る
法
的

基
盤
の
も
と
で
、
資
本
家
が
資
本
の
効
率
性
や
剰
余
価
値
の
最
大
 

団体の概念一覧表 

団体の種類 
（典型例) 
 

区別する基準 

ゲマインシャフト 

（家族、共同体） 

ゲゼルシャフト 

（株式会社、組合）

ゲノッセンシャフト

（協同組合） 

①団体と個人の 

意志の関係 

個人の選択意志に関係なくも

ともと存在する団体 

個人の選択意志により

作られた団体 

個人の選択意志によ

り作られた団体 

②気質 

 

気分、正直、実直 

 

努力、快楽欲、利己心、

虚栄心 

両方を持つ 

 

③性格 

 

気立て、親切 

 

打算、所有欲、狡猾、

金銭欲、強欲、金儲け

両方を持つ 

 

④考え方 

 

良心、誠実 

 

支配欲、観念的、 

名誉欲 

両方を持つ 

 

⑤道徳 

 

宗教 

 

世論 

 

両方を持つ 

 

⑥主たる職業 
 
 

血のゲマインシャフト・家内経済

場所のゲマインシャフト・農業 

精神のゲマインシャフト・芸術 

商業（商人）、工業、
学問 
 

両方を持つ 
 
 

テンニース／杉之原寿一訳「ゲマインシャフトとゲゼルシャフト上」（岩波文庫 昭和38年） 

巻末「概念一覧表」より作成（一覧表の表現とは若干異なるものもある） 
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化
を
追
求
し
て
き
た
ら
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
は
一

体
何
で
し
ょ
う
か
。
経
営
者
や
資
本
家
の
「
理
性
」
や
「
世
論
」

で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
問
題
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
理
性
や
世
論

は
、
法
律
で
は
規
制
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
の
行
動
（
資
本
家
の
利
己
心
）
を
規
制
す
る
法
律
上
の
道
具
は
、

テ
ン
ニ
ー
ス
の
概
念
一
覧
表
で
は
何
も
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 ４
．
と
こ
ろ
で
、
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
協
同
組
合
）
の
方
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
テ
ン
ニ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
協
同
組
合
は
株
式
会

社
と
同
様
、
「
選
択
意
志
」
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
で
す
か
ら
、
当
然
、
利
己
心
、
所
有
欲
、
支
配
欲
等
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
株
式
会
社
と
何
ら
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
協
同
組
合
は
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で
あ
る
と
同
時
に
ゲ
マ

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
特

質
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
行
動

に
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
精
神
が
作
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
正
直
、
親
切
、
良
心
等
の
倫
理
観
が
伴
う

と
、
「
相
互
扶
助
」
や
「
助
け
合
い
の
精
神
」
つ
ま
り
「
利
他
の
心
」

と
な
っ
て
作
用
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
表
現
し
た
法
律
上
の
概
念

は
、
「
非
営
利
」
が
最
も
近
い
か
と
思
い
ま
す
。
法
律
は
、
ゲ
マ
イ

ン
シ
ャ
フ

ト
の
精
神
を

、
「
営
利
を
目
的
と

し
て

そ
の
事
業
を

行

っ
て
は
な

ら
な
い

」
（

生
協
法

９
条

、
森
組

法
４
条

）
、
「
相
互
扶

助
」
（

中
協

法
５
条

）
、
「

組
合
員

の
た
め

の
奉
仕

」
（

水
協

法
４

条
）
と
い
っ
た
表
現
で
規
定
し
ま
し
た
。
ギ
ー
ル
ケ
が
言
う
よ
う

に
、
「
人
の
人
た
る
ゆ
え
ん
は
、
人
と
人
の
結
び
つ
き
に
あ
り
」
、

の
基
本
的
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
協
同
組
合
は
ゲ

ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
団
体
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

の
団
体
で
も
あ
る
か
ら
、
法
律
で
「
営
利
を
目
的
と
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
改

正
農
協
法
が
、
旧
８
条
に
あ
っ
た
「
営
利
を
目
的
と
し
て
そ
の
事

業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
を
削
除
し
た
こ
と
は
、

極
め
て
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
協
同
組
合
の
本
質
に
対

す
る
無
理
解
の
結
果
で
す
。
 

 ５
．
し
か
し
、
以
上
の
こ
と
か
ら
「
資
本
主
義
が
間
違
っ
て
い
る
」

と
か
、
「
株
式
会
社
制
度
に
問
題
が
あ
る
」
と
結
論
付
け
る
の
は
早

計
で
す
。
同
様
に
、
「
資
本
主
義
が
悪
い
」
、
「
株
式
会
社
制
度
が
悪

い
」
と
決
め
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
問
題
は
他
に
あ
る
筈

で
す
。
つ
ま
り
、
「
制
度
の
運
用
」
と
そ
れ
を
運
用
す
る
「
人
」
に

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
カ
ジ
ノ
化
し
た
資
本
主
義
の
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
経
済
学
に
任
せ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
法
律
学
の

視
点
か
ら
見
て
み
ま
す
。
株
式
会
社
の
営
利
性
を
担
保
し
て
い
る

の
は
、
会
社
法
の
一
株
一
議
決
権
の
原
則
と
自
由
な
利
益
配
当
の

保
障
に
あ
り
ま
す
。
問
題
は
、
ど
う
も
こ
こ
に
潜
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
資
本
家
の
あ
く
な
き
利
潤
追
求
が
可
能
で
あ
る

の
は
、
彼
が
議
決
権
の
過
半
数
を
所
有
し
、
そ
の
力
で
株
主
総
会

を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
す
。
そ
れ
を
担
保
す
る
法
原

理
が
、
株
式
平
等
の
原
則
と
資
本
多
数
決
の
原
則
で
す
。
制
御
装

置
の
な
い
資
本
に
、
株
主
総
会
に
お
い
て
何
が
期
待
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。
決
し
て
他
人
へ
の
配
慮
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 ６
．
そ
れ
に
反
し
て
、
協
同
組
合
の
非
営
利
性
を
担
保
し
て
い
る
の
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は
、
一
人
一
票
の
原
則
と
配
当
の
上
限
制
限
で
す
。
協
同
組
合
に

は
、
「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
」
と
い
う

精
神
が
あ
り
、
か
つ
社
団
の
民
主
的
な
運
営
を
担
保
す
る
た
め
に

「
一
人
一
票
の
原
則
」
の
法
的
基
礎
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

一
人
の
組
合
員
に
議
決
権
（
支
配
権
）
が
集
中
す
る
こ
と
を
不
可

能
に
し
ま
し
た
。
協
同
組
合
は
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
経
営
に
熱
心
に
な
り
す
ぎ
る
と
、
株
式
会
社
と

同
様
、
合
理
性
や
効
率
性
に
走
り
や
す
い
危
険
性
を
常
に
持
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
株
式
会
社
は
意
思
決
定
の
根
拠
を
資
本
に
お
き

ま
し
た
が
、
協
同
組
合
は
「
人
」
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
の
で
、

危
険
性
に
走
っ
た
場
合
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
仕
組
み
を
持
っ
て

い
ま
す
。
組
合
の
配
当
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
協
同
組
合
が
営
利

を
目
的
と
す
る
団
体
で
は
な
い
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

経
営

者
の
暴
走

を
チ
ェ
ッ
ク

す
る

機
能

と
し

て
役

だ
っ

て
い

ま

す
。
こ
の
二
重
の
装
置
で
、
協
同
組
合
が
株
式
会
社
と
同
じ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
故
に
、
協
同
組
合
が
協
同

組
合
で
あ
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
同
組
合
原
則
を
し
っ
か
り

と
守
る
こ
と
、
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
守
る
の
は
人
で
す

か
ら
、
協
同
組
合
原
則
を
担
保
す
る
最
後
の
砦
は
「
人
」
で
す
。

持
っ
て
生
ま
れ
た
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
精
神
で
す
。
テ
ン
ニ
ー

ス
は
、
そ
の
こ
と
を
「
概
念
一
覧
表
」
で
訴
え
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
原
則
は
、
人
の
重
要
性
を
知
っ
て
い

た
が
故
に
、
組
合
員
の
み
な
ら
ず
管
理
職
員
等
の
教
育
や
訓
練
が

必
要
だ
と
宣
言
し
た
わ
け
で
す
（
第
５
原
則
）
。
 

 ７
．
以
上
の
こ
と
か
ら
、
資
本
主
義
が
暴
走
す
る
の
は
、
ゲ
ゼ
ル
シ

ャ
フ
ト
の
中
に
そ
れ
を
食
い
止
め
る
手
段
が
な
い
か
ら
だ
、
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
名
案

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
律
学
の
視
点
か
ら
は
、
「
私
的
所
有
権
」
及

び
「
契
約
自
由
の
原
則
」
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 ８
．
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
同
組
合
原
則
は
、
地
域
は
も
と
よ
り
、
地
域
を
こ

え
た
国
内
・
国
際
に
も
及
ぶ
広
い
範
囲
で
の
「
協
同
組
合
間
協
働
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
（
第
６
原
則
）
。
と
同
時
に
、
「
地
域
社
会
の
持

続
的
発
展
の
た
め
に
行
動
す
る
」
こ
と
も
定
め
て
い
ま
す
（
第
７

原
則
）。
協
同
組
合
が
他
の
協
同
組
合
と
協
働
す
る
こ
と
（

w
o
rk

in
g
 

to
g
e
th

e
r
, Z

u
s
a
m

m
e
a
r
b
e
it, o

e
u
v
r
e
n
t e

n
s
e
m

b
le
）
の
意

味
と
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
は
も
は
や
定
着
し
た
理
解

だ
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
ど
の
よ
う
に
し
て
協
働
す
る
か
で
す
。

日
本
共
済
協
会
が
共
済
組
織
間
の
協
同
組
合
間
協
働
を
行
っ
て
き

た
長
い
歴
史
と
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
の
国
際

協
同
組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
）
を
契
機
に
、
異
な
る
協
同
組
合
間
の
協

力
に
よ
る
「
協
同
組
合
憲
章
（
案
）
」
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
も
研

究
会
活
動
を
通
じ
た
人
的
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
賀
川
豊
彦

記
念
資
料
館
で
は
、
こ
こ
数
年
前
か
ら
、
協
同
組
合
組
織
で
働
く

若
い
人
た
ち
の
た
め
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
地
域
社
会
と
ど
の
よ
う

に
関
係
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
近
い
将
来
、

そ
れ
ら
の
活
動
や
交
流
を
通
じ
て
育
ま
れ
た
協
同
組
合
人
が
、
地

域
社
会
で
活
躍
す
る
日
が
く
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合

間
協
働
が
実
現
す
れ
ば
、
計
り
知
れ
な
い
力
を
発
揮
す
る
と
思
い

ま
す
。
現
在
の
協
同
組
合
に
は
、
人
材
だ
け
で
な
く
、
宇
沢
弘
文
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が
い
う
社
会
的
共
通
資
本
、
制
度
資
本
が
備
わ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
 


 
本
書
の
目
的
 

１
．
本
書
の
出
版
経
緯
や
目
的
・
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
澄
一

氏
（
日
本
共
済
協
会
専
務
理
事
）
の
「
は
じ
め
に
」
及
び
島
田
和

明
氏
（
保
険
研
究
所
社
長
）
の
「
あ
と
が
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
「
共
済
と
保
険
 
巻
頭
言
」
執
筆
者
の
ご
承
諾
を
得

て
、
こ
の
よ
う
な
巻
頭
言
集
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
転
載
の
ご

承
諾
を
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の
皆
さ
ん
に
こ
こ
で
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
回
、
巻
頭
言
を
読
み
直
し
て
み
て
、
執
筆
者
の
皆

さ
ん
に
共
通
し
て
い
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
と
、
考
え
て
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
皆
さ
ん
が
そ
の
時
代
に
即
し
た
問
題
を
扱
っ

て
述
べ
て
お
ら
れ
る
そ
の
真
意
は
、
協
同
組
合
に
対
す
る
思
い
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
協
同
組
合
に
対
す
る
愛
情
や
期
待
で
 

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
協
同
組
合
人
の
熱
い
思
い
を

ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
ら
よ
い
か
、
本
誌
刊
行
委
員
会
で
相
談
し

た
結
果
、
本
書
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
た
次
第
で
す
。
「
協
同

組
合
の
心
を
求
め
て
」
い
る
こ
と
、
そ
の
点
が
巻
頭
言
を
執
筆
し

た
皆
さ
ん
に
共
通
し
て
い
る
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 

 

２
．
協
同
組
合
に
対
す
る
愛
情
を
も
っ
と
も
強
く
感
じ
る
の
は
、
坂

井
幸
二
郎
氏
の
「
意
義
あ
る
船
出
に
寄
せ
て
」
（
本
書

14頁
）
及

び
「
６
０
０
号
所
感
」
（

22頁
）
で
す
。
こ
の
二
つ
の
巻
頭
言
は
、

日
本
共
済
協
会
及
び
機
関
誌
「
共
済
と
保
険
」
の
今
日
に
至
る
ま

で
の
歴
史
を
述
べ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
が
、
坂
井
氏
に
は
、
別

著
「
時
言
録
」
（
「
共
済
と
保
険
」
臨
時
増
刊
、
１
９
９
０
年
）
と

い
う
エ
ッ
セ
イ
集
が
あ
り
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
そ
れ
も
併
せ
て

お
読
み
く
だ
さ
い
。
坂
井
氏
の
文
筆
力
と
説
得
力
あ
る
語
り
か
け

は
、
並
々
な
ら
ぬ
共
済
・
協
同
組
合
へ
の
思
い
入
れ
（
愛
情
）
に

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
大

事
な
こ
と
は
、
坂
井
氏
の
こ
の
熱
い
思
い
が
、
そ
の
後
の
「
共
済

と
保
険
」
の
執
筆
者
に
も
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
こ
と

で
す
。
本
書
を
通
読
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
御
理
解

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
本
書
は
、
「
共
済
・
保
険
事
業
論
」
、

「
協
同
組
合
論
」
、
「
時
事
問
題
等
の
論
考
」
に
分
け
て
編
集
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
区
分
は
一
応
の
分
類
で
あ
っ
て
、
決
し
て
そ

の
内
容
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
分
け
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
最
初
か
ら
お
読
み
い
た
だ
い
て
も
、
途
中
の
関
心
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
読
み
始
め
て
い
た
だ
い
て
も
一
向
に
構
い
ま
せ
ん
。
執

筆
者
は
、
字
数
の
限
ら
れ
た
短
い
文
章
に
、
何
と
か
し
て
書
き
た
い

こ
と
の
全
て
を
含
ま
せ
た
い
と
思
っ
て
字
句
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
、
行
間
か
ら
お
く
み
と
り
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
想
像
を
た
く
ま
し
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

 ３
．
執
筆
者
の
顔
ぶ
れ
は
、
研
究
者
だ
け
に
限
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実

務
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
家
や
、
共
済
や
協
同
組
合
を
専
門
と
し

て
い
な
い
方
に
も
登
場
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
若

い
研
究
者
の
巻
頭
言
に
光
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て

執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
の
弟
子
や
孫
弟
子
に
あ
た
る
研
究
者

が
、
日
本
協
同
組
合
学
会
で
活
躍
さ
れ
る
と
同
時
に
「
共
済
と
保

険
」
に
も
健
筆
を
ふ
る
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
協
同
組
合
・
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共
済
領
域
の
人
的
財
産
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
い
う
証
で
す
。
 

 ４
．
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
同
組
合
原
則
は
「
定
義
」
、
「
価
値
」
、
「
原
則
」
の

三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
価
値
」
の
中
で
、
「
協
同
組

合
の
組
合
員
は
、
正
直
、
公
開
、
社
会
的
責
任
、
他
人
へ
の
配
慮

と
い

う
倫
理

的
価

値
を
信
条

と
す

る
」
、

と
明

言
し

て
い

ま
す

。

「
他
人
へ
の
配
慮
」
の
英
文
や
独
文
の
表
記
は
日
本
語
と
同
じ
で

す
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
文
で

は
、
こ
れ
を
「

l
´ a

ltr
u
is

m
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
本
来
の
意
味
は
「
利
他
愛
」
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
「
他
人
へ
の
配
慮
」
は
「
利
他
愛
」
と
同
じ
意
味
で
あ

る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
他
愛
は
非
営
利
に
も
通
じ

る
言
葉
で
す
が
、
同
時
に
テ
ン
ニ
ー
ス
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の

精
神
と
も
一
致
し
ま
す
。
協
同
組
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
他
人

を
思
い
や
る
心
」
、
「
利
他
愛
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
基
準
を
持
つ

国
際
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
株
式
会
社
に
は
そ
の
よ

う
な
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協
同
組
合
の
先
人
た
ち
は
、
そ
の
国

際
基
準
を
大
切
に
し
な
が
ら
協
同
組
合
を
作
り
か
つ
今
日
ま
で
そ

れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
及
び
将
来

の
協
同
組
合
関
係
者
は
こ
の
「
創
設
者
た
ち
の
伝
統
を
受
け
継
」

ぎ
な
が
ら
（
「
価
値
」
参
照
）
、
「
社
会
」
を
良
く
し
、
「
人
」
と
し

て
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

 ５
．
本
書
の
中
で
、
富
澤
賢
治
氏
（
聖
学
院
大
学
教
授
（
当
時
）
）
は
、

「
資
本
は
人
を
捨
て
、
地
域
を
捨
て
、
国
を
捨
て
る
。
こ
れ
に
対

し
て
協
同
組
合
は
、
け
っ
し
て
人
を
捨
て
ず
、
地
域
を
捨
て
な
い
。

人
々
の
生
活
圏
で
あ
る
地
域
社
会
こ
そ
協
同
組
合
の
活
動
の
場
で

あ
る
か
ら
だ
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
（
１
７
９
頁
）
。
ま
た
森
松
邦

人
氏
（
保
険
研
究
所
相
談
役
（
当
時
）
・
故
人
）
は
、
「
『
人
間
の

顔
を
し
た
経
済
社
会
』
の
担
い
手
」
と
題
し
、
「
あ
り
う
べ
き
経
済

社
会
の
担
い
手
の
役
割
を
協
同
組
合
の
『
共
助
』
に
求
め
る
」
と

題
す
る
朝
日
新
聞
の
社
説
記
事
を
引
用
し
、
こ
れ
こ
そ
「
大
切
に

し
た
い
提
言
」
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
（
３
０
７
頁
）
。
資
本
は
「
人

間
の
顔
」
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
ま
ね
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
人
間
だ
け
が
人
間
の
顔
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
決

し
て
人
間
の
顔
（
尊
厳
）
を
資
本
の
側
に
売
り
渡
し
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。
今
日
の
世
界
の
動
向
や
国
内
の
政
治
・
社
会
情
勢
を

直
視
す
れ
ば
す
る
程
、
協
同
組
合
が
「
正
気
の
島
」
の
主
体
と
な

る
日
が
来
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
感
し
ま
す
。
本
書
が
、
現
在
及

び
将
来
の
協
同
組
合
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
全
て
の
人
々
に
と
っ
て

参
考
に
な
り
、
そ
の
お
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 ６
．
最
後
に
、
本
書
の
企
画
・
編
集
・
レ
イ
ア
ウ
ト
、
執
筆
者
の
皆

さ
ん
と
の
連
絡
等
、
本
書
作
成
の
全
般
に
わ
た
り
労
を
と
っ
て
い

た
だ

い
た
事
務
局

の
今
村

良
一
氏

に
大
変

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

  
私
自
身
は
、
現
代
版
「
百
人
一
首
」
を
編
集
す
る
よ
う
な
ワ
ク
ワ

ク
す
る
気
持
ち
で
監
修
役
を
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
原
稿
の
ゲ
ラ

刷
り
を
読
み
直
し
て
み
て
、
改
め
て
協
同
組
合
の
人
間
ら
し
さ
、
テ

ン
ニ
ー
ス
の
分
類
の
重
要
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
 

（
２
０
１
６
年
２
月
３
日
）
 


